
見方ひとつで
子どもの味方になれる！
～不登校支援の現場から～

令和７年度 不登校講演会

【主 催】社会福祉法人筑紫野市社会福祉協議会

【問い合わせ】地域福祉課 暮らしのサポートセンター担当

（０９２）９２０－８００８

不登校とは、学習への不安な気持ちや友人関係の悩みなどにより、学校に通うこと

ができない状況をいいます。この講演会では、不登校の子どもたちと向き合ってき

た講師が現場での実体験を交えて、不登校の背景や子どもの気持ちの寄り添い方な

どをお伝えします。

“見方”が変われば“味方”になれる。子どもにとって「わかってくれる大人」が

いることが何よりの力になります。そのためのヒントを一緒に考えてみませんか？

この講演会は皆さまからお寄せいただいた
「赤い羽根共同募金」の配分金で開催します。

参加費
無料

筑紫野市総合保健福祉センター

カミーリヤ ２階 視聴覚室
（筑紫野市岡田３－１１－１）

場所

３０名（定員になり次第締切）定員 右記の二次元コード
もしくは電話にて

申込
方法

２０２５年

９月６日（土）
１３：３０～１５：００

日時

同志社大学文学部を卒業後、高校で社会科の

講師として働く。子どもが不登校を経験した

ことをきっかけに、２００９年より小・中学

校にて心の教室相談員や登校支援員として不

登校の子どもやその保護者の相談・支援に携

わる。現在、ＮＰＯ法人ペアレント・スキル

アップ福岡の理事で、公認心理師の資格を持

つ。“ひとりの子どもを育てるには、村中み

んなの知恵と力が必要だ”というアフリカの

古いことわざが座右の銘。

石橋 晴子 さん

公認心理師

ＮＰＯ法人ペアレント・スキルアップ福岡

講師

どなたでも
（保護者・地域の方など関心のある方）

対象
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